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(57)【要約】
【課題】太陽の位置に応じて太陽エネルギー利用装置の
傾斜角度を変化可能として、太陽エネルギーの利用効率
をより高めることができ、しかも、夏は陽射しをより多
く遮り、冬は陽射しをより多く室内に取り込むといった
庇の本来の機能を有する可動庇を提供する。
【解決手段】太陽エネルギー利用装置（太陽電池パネル
３００）を取付けたフレーム２００と、フレーム２００
の傾斜角度を変化させる傾斜角度可変装置４００とを有
し、傾斜角度可変装置４００は、フレーム２００の傾斜
角度を水平面に対して大きくする際には、フレーム２０
０の後端辺を上方向に移動させながらフレーム２００の
先端辺を外壁１２０に近づける方向に移動させ、フレー
ム２００の傾斜角度を水平面に対して小さくする際には
、フレーム２００の後端辺を下方向に移動させながらフ
レームの先端辺を外壁１２０から遠ざける方向に移動さ
せるようにフレーム２００を駆動する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　建物の採光面を有する外壁又は外壁の近傍に設けられ、太陽エネルギー利用装置が取り
付けられたフレームと、
　前記フレームの傾斜角度を変化させる傾斜角度可変装置と、
　を有し、
　前記傾斜角度可変装置は、前記フレームの傾斜角度を水平面に対して大きくする際には
、前記フレームにおける前記外壁に近い側の端辺（後端辺という。）を上方向に移動させ
ながら前記フレームにおける前記後端辺と反対側の端辺（先端辺という。）を前記外壁に
近づける方向に移動させ、前記フレームの傾斜角度を水平面に対して小さくする際には、
前記フレームの前記後端辺を下方向に移動させながら前記フレームの前記先端辺を前記外
壁から遠ざける方向に移動させるように前記フレームを駆動することを特徴とする可動庇
。
【請求項２】
　請求項１に記載の可動庇において、
　前記フレームの傾斜角度が太陽の位置に対して最適傾斜角度となるように前記傾斜角度
可変装置を太陽の位置を示す情報に基づいて制御する制御装置をさらに有することを特徴
とする可動庇。
【請求項３】
　請求項２に記載の可動庇において、
　月日を示す情報、時刻を示す情報、当該可動庇を設置する場所の緯度を示す情報、当該
可動庇を設置する場所の経度を示す情報及び太陽に対する地球の軌道に関する情報に基づ
いて前記太陽の位置を示す情報を算出する太陽位置算出装置をさらに有することを特徴と
する可動庇。
【請求項４】
　請求項２に記載の可動庇において、
　太陽の光に基づいて太陽の位置を示す情報を出力する太陽位置検出センサーをさらに有
することを特徴とする可動庇。
【請求項５】
　請求項２～４のいずれかに記載の可動庇において、
　前記太陽の位置を示す情報と前記最適傾斜角度とを対応付けて記憶している記憶装置を
さらに有し、
　前記制御装置は、前記太陽の位置を示す情報に対応した前記最適傾斜角度を前記記憶装
置から取得することを特徴とする可動庇。
【請求項６】
　請求項５に記載の可動庇において、
　太陽の位置を示す情報は、月日を示す情報又は時刻を示す情報の少なくとも一方の情報
であって、
　前記記憶装置は、前記月日を示す情報又は時刻を示す情報の少なくとも一方の情報と前
記最適傾斜角度とを対応付けて記憶していることを特徴とする可動庇。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の可動庇において、
　前記制御装置は、前記太陽エネルギー利用装置における太陽エネルギーの利用効率、太
陽光の入射量の調節を行う庇としての機能及び前記建物の内部の冷房効率又は暖房効率の
どれを優先するかに応じて前記傾斜角度可変装置を制御することを特徴とする可動庇。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の可動庇において、
　前記太陽エネルギー利用装置は、太陽光発電装置、太陽熱発電装置及び太陽熱給湯装置
の少なくとも１つであることを特徴とする可動庇。
【請求項９】



(3) JP 3156066 U 2009.12.10

10

20

30

40

50

　請求項１～８のいずれかに記載の可動庇において、
　前記傾斜角度可変装置は、
　前記フレームが取り付けられる第１アームと、
　一端部が前記第１アームの一端部に回動自在に連結される第２アームと、
　前記第１アームと第２アームとのなす角度を１８０度以内の任意の角度に設定可能なア
ーム駆動手段とを有し、
　前記第１アームは、当該第１アームの前記一端部の側が前記フレームの前記先端辺と後
端辺との間の所定部分に位置し、当該第１アームの他端部の側が前記フレームの前記先端
辺又は前記後端辺に位置するように前記フレームが取り付けられており、前記アーム駆動
手段によって前記第１アームと第２アームとのなす角度が１８０度以内の任意の角度に設
可されることによって前記フレームの傾斜角度を水平面に対して９０度以内の任意の角度
に設定可能とすることを特徴とする可動庇。
【請求項１０】
　請求項９に記載の可動庇において、
　前記傾斜角度可変装置は、前記第１アームの他端部と前記第２アームの他端部とを結ぶ
線が前記外壁に対してほぼ直交する方向となるように設置され、かつ、前記第２アームが
前記外壁に近い側となるように設置されることを特徴とする可動庇。
【請求項１１】
　請求項９に記載の可動庇において、
　前記傾斜角度可変装置は、前記第１アームの他端部と前記第２アームの他端部とを結ぶ
線が前記外壁に沿った方向となるように設置され、かつ、前記第２アームが前記外壁に沿
った方向における下側となるように設置されることを特徴とする可動庇。
【請求項１２】
　請求項１～８のいずれかに記載の可動庇において、
　前記傾斜角度可変装置は、
　前記フレームの前記後端辺が上方向又は下方向に移動可能となるように前記後端辺と前
記先端辺との間の第１部分を支持する縦方向ガイドレールと、
　前記フレームの前記先端辺が前記外壁に近づく方向又は前記外壁から遠ざかる方向に移
動可能となるように前記第１部分よりも前記先端辺の側の第２部分を支持する横方向ガイ
ドレールと、
　前記フレームを前記縦方向ガイドレール及び横方向ガイドレールに沿って移動させるた
めのフレーム駆動手段と、
　を有することを特徴とする可動庇。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、太陽電池パネルなどの太陽エネルギー利用装置を取り付けるための可動庇に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地球の温暖化を防止するための技術が様々な分野で提案されている。自然エネル
ギーを利用した発電装置もその一つであり、なかでも太陽電池パネルを用いた太陽光発電
装置は、一般家庭や企業などにおいて広く普及しつつある。
【０００３】
　太陽光発電装置（太陽電池パネルという。）を一般家庭において設置する場合は、屋根
に設置することが多い。しかしながら、太陽電池パネルを屋根に設置すると、太陽電池パ
ネルの重量により、屋根に大きな荷重が加わる。また、太陽電池パネルを屋根に設置する
際は、強風などに十分耐えうるようにボルトなどによって強固に固定する必要があるため
、屋根の損傷にもつながるといった問題がある。
【０００４】
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　そこで、建物の南側に空きスペースがある一戸建ての家屋においては、庇に太陽電池パ
ネルを取り付けることも行われている。これによれば、建物の屋根に重量物を載せること
なく太陽電池パネルを設置することができる。
【０００５】
　ところで、太陽電池パネルを屋根又は庇などに固定的に設置する場合、発電効率をより
高めるために、太陽電池パネルを設置する場所の緯度に相当する傾斜角度かそれよりも小
さい傾斜角度としておくのが好ましいとされる。例えば、北緯３５度の地点であれば、水
平面に対する傾斜角度を３５度かそれよりも小さい傾斜角度とすることが好ましいとされ
ている。
【０００６】
　しかしながら、太陽電池パネルの発電効率を高めるためには、太陽光を如何に効率よく
太陽電池パネルに取り込むかが極めて重要となる。すなわち、同じ時刻であっても太陽の
位置は季節によって大きく異なり、また、一日のうちでも時刻によって太陽の位置は異な
る。このため、太陽電池パネルが固定的に設置されている場合には、季節及び時刻によっ
て発電効率に大きな開きが生じるといった問題がある。
【０００７】
　このような課題を解決するために、太陽電池パネルの傾斜角度を所定範囲で変化させる
ことができるようにした技術がある（例えば、特許文献１参照。）。
【０００８】
　特許文献１に開示された技術（従来技術という。）は、太陽電池パネルを取り付けた庇
が建物の外壁に設けられた軸を中心に上下方向に回動可能となっていて、軸を中心に庇を
所定角度だけ上下方向に回動させることによって、太陽電池パネルの傾斜角度を可変する
というものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０００－２０４７３５号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【００１０】
　上記した従来技術は、例えば、冬季のように太陽の位置が低い場合（太陽光の入射角度
が水平面に対して小さい場合）には、太陽電池パネルの傾斜角度が水平面に対して大きく
なるように、庇を下方向に回動させる。これにより、太陽光を効率よく太陽電池パネルに
取り込むことができる。
【００１１】
　しかしながら、従来技術においては、庇を下方向に回動させると、庇の先端が窓などの
採光面に覆いかぶさるような状態となり、庇が陽射しを遮ってしまう。特に、冬季におい
ては、昼間でも庇を下方向に回動させた状態となる。冬季において庇を下方向に回動させ
てしまうと、建物内に入る陽射しの量が庇によって大きく減少してしまうこととなる。建
物内に入る陽射しの量が減少すると、陽射しによる暖房効果が低下するため、同じ暖房運
転を行っても暖房効率が低下するといった問題がある。
【００１２】
　庇は夏季において陽射しを遮り、冬季においては陽射しをより多く室内に取り込むとい
った機能が庇本来の機能であるが、従来技術においては、特に冬季において、庇本来の機
能が失われてしまう。このような課題は、太陽電池パネルに限られるものではなく、その
他の太陽エネルギー利用装置（例えば、太陽熱発電装置や太陽熱給湯装置など）を取り付
けた可動庇全般について言えることである。
【００１３】
　そこで本考案は、太陽の位置に応じて太陽エネルギー利用装置の傾斜角度を変化させる
ことができるようにすることによって、太陽エネルギーの利用効率をより高めることがで
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き、しかも、夏は陽射しをより多く遮り、冬は陽射しをより多く室内に取り込むといった
庇の本来の機能を有する可動庇を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　［１］本考案の可動庇は、建物の採光面を有する外壁又は外壁の近傍に設けられ、太陽
エネルギー利用装置が取り付けられたフレームと、前記フレームの傾斜角度を変化させる
傾斜角度可変装置とを有し、前記傾斜角度可変装置は、前記フレームの傾斜角度を水平面
に対して大きくする際には、前記フレームにおける前記外壁に近い側の端辺（後端辺とい
う。）を上方向に移動させながら前記フレームにおける前記後端辺と反対側の端辺（先端
辺という。）を前記外壁に近づける方向に移動させ、前記フレームの傾斜角度を水平面に
対して小さくする際には、前記フレームの前記後端辺を下方向に移動させながら前記フレ
ームの前記先端辺を前記外壁から遠ざける方向に移動させるように前記フレームを駆動す
ることを特徴とする。
【００１５】
　本考案の可動庇によれば、フレームの傾斜角度を変化させることができるようにしてい
るので、太陽の位置に応じて太陽エネルギー利用装置の傾斜角度を最適傾斜角度とするこ
とができる。これにより、太陽エネルギー利用装置が太陽光を効率よく取り込むことがで
き、太陽エネルギーの利用効率をより高めることができる。
【００１６】
　また、フレームの傾斜角度を変化させる際のフレームの動きは、フレームの傾斜角度を
大きくする際には、フレームの後端辺が上方向に移動しながらフレームの先端辺が外壁に
近づく方向に移動し、フレームの傾斜角度を小さくする際には、フレームの後端辺が下方
向に移動しながらフレームの先端辺が外壁から遠ざかる方向に移動する。フレームがこの
ような動作を行うことにより、例えば、冬季において、フレームの傾斜角度を大きくする
場合、フレームの先端辺の上下方向の位置は大きくは変化しない。これにより、フレーム
に取り付けられた太陽エネルギー利用装置が建物の採光面に覆いかぶさることがないので
、太陽光を室内に十分に取り込むことができる。
【００１７】
　なお、本考案の明細書においては、フレームの先端辺及びフレームの後端辺というのは
、フレームの建物の外壁に近い側をフレームの後端辺とし、その反対側をフレームの先端
辺としている。また、傾斜角度可変装置は、直接的にはフレームの傾斜角度を変化させる
ものであるが、フレームと太陽エネルギー利用装置とは一体となっており、両者は同時に
傾斜角度が変化するものであるため、フレームの傾斜角度は、太陽エネルギー利用装置の
傾斜角度をも表すものである。
【００１８】
　［２］本考案の可動庇においては、前記フレームの傾斜角度が太陽の位置に対して最適
傾斜角度となるように前記傾斜角度可変装置を太陽の位置を示す情報に基づいて制御する
制御装置をさらに有することが好ましい。
　このように、傾斜角度可変装置を太陽の位置を示す情報に基づいて制御することによっ
て、太陽の位置に応じた最適傾斜角度の設定を自動的に行うことができる。
【００１９】
　［３］本考案の可動庇においては、月日を示す情報、時刻を示す情報、当該可動庇を設
置する場所の緯度を示す情報、当該可動庇を設置する場所の経度を示す情報及び太陽に対
する地球の軌道に関する情報に基づいて前記太陽の位置を示す情報を算出する太陽位置算
出装置をさらに有することが好ましい。
【００２０】
　このような構成とすることにより、当該可動庇を設置する場所において、月日及び時刻
に対応した適切な太陽の位置を示す情報を得ることができ、それによって、月日及び時刻
に応じた最適傾斜角度を取得することができる。なお、本明細書においては、「月日」は
、例えば、「１月」、「２月」、・・・というように「月」のみを指す場合もあり、また
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、例えば、１月１日、２月１日というように各月における「日」を含む場合もある。
【００２１】
　［４］本考案の可動庇においては、太陽の光に基づいて太陽の位置を示す情報を出力す
る太陽位置検出センサーをさらに有することもまた好ましい。
【００２２】
　これは、太陽の位置を示す情報を太陽位置検出センサーによって検出するものであり、
このような太陽位置検出センサーを用いることによっても太陽の位置を示す情報を的確に
取得することができる。これによれば、刻々と変化する太陽の位置に応じた最適傾斜角度
を取得することができ、太陽の位置に追従して連続的にフレームの傾斜角度を変化させる
ことが可能となる。また、連続的ではなく、所定の月日ごと又は所定の時刻ごとに太陽位
置検出センサーで検出された太陽の位置を示す情報によって、所定の月日ごと又は所定の
時刻ごとにフレームの傾斜角度を変化させることも可能である。なお、太陽位置検出セン
サーとしては、太陽の光を検出する光センサーなどを用いることができる。
【００２３】
　［５］本考案の可動庇においては、前記太陽の位置を示す情報と前記最適傾斜角度とを
対応付けて記憶している記憶装置をさらに有し、前記制御装置は、前記太陽の位置を示す
情報に対応した前記最適傾斜角度を前記記憶装置から取得することが好ましい。
　このような構成とすることによって、制御装置は記憶装置を参照するだけで、現時点に
おける最適傾斜角度を取得することができ、フレームの傾斜角度を最適傾斜角度に容易に
設定することができる。
【００２４】
　［６］本考案の可動庇においては、太陽の位置を示す情報は、月日を示す情報又は時刻
を示す情報の少なくとも一方の情報であって、前記記憶装置は、前記月日を示す情報又は
時刻を示す情報の少なくとも一方の情報と前記最適傾斜角度とを対応付けて記憶している
ことが好ましい。
【００２５】
　このように、月日を示す情報又は時刻を示す情報の少なくとも一方の情報と前記最適傾
斜角度とを対応付けて記憶装置に記憶させておくことにより、所定の月日に対応した最適
傾斜角度を容易に取得することができ、また、一日のうちの各時刻に対応した最適傾斜角
度をも容易に取得することができる。
【００２６】
　［７］本考案の可動庇においては、前記制御装置は、前記太陽エネルギー利用装置にお
ける太陽エネルギーの利用効率、太陽光の入射量の調節を行う庇としての機能及び前記建
物の内部の冷房効率又は暖房効率のどれを優先するかに応じて前記傾斜角度可変装置を制
御することが好ましい。
【００２７】
　このように、太陽エネルギー利用装置における太陽エネルギーの利用効率、庇としての
機能及び建物の内部の冷房効率又は暖房効率のどれを優先するかに応じて傾斜角度可変装
置を制御することにより、フレームの傾斜角度をそれぞれの目的に応じた最適傾斜角度と
することができ、それぞれの目的を効率よく達成することができる。
【００２８】
　［８］本考案の可動庇においては、前記太陽エネルギー利用装置は、太陽光発電装置、
太陽熱発電装置及び太陽熱給湯装置の少なくとも１つであることが好ましい。
　このように、太陽エネルギー利用装置としては、太陽光発電装置、太陽熱発電装置及び
太陽熱給湯装置（太陽熱を利用した給湯装置）のいずれをも用いることができる。また、
本考案の可動庇は、これらを組み合わせて使用する場合にも適用することができる。
【００２９】
　［９］本考案の可動庇においては、前記傾斜角度可変装置は、前記フレームが取り付け
られる第１アームと、一端部が前記第１アームの一端部に回動自在に連結される第２アー
ムと、前記第１アームと第２アームとのなす角度を１８０度以内の任意の角度に設定可能
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なアーム駆動手段とを有し、前記第１アームは、当該第１アームの前記一端部の側が前記
フレームの前記先端辺と後端辺との間の所定部分に位置し、当該第１アームの他端部の側
が前記フレームの前記先端辺又は前記後端辺に位置するように前記フレームが取り付けら
れており、前記アーム駆動手段によって前記第１アームと第２アームとのなす角度が１８
０度以内の任意の角度に設可されることによって前記フレームの傾斜角度を水平方向に対
して９０度以内の任意の角度に設定可能とすることが好ましい。
【００３０】
　傾斜角度可変装置をこのような構造とすることにより、フレームの傾斜角度を水平方向
に対して大きくする際には、フレームの後端辺を上方向に移動させながらフレームの先端
辺を外壁に近づける方向に移動させ、フレームの傾斜角度を水平方向に対して小さくする
際には、フレームの後端辺を下方向に移動させながらフレームの先端辺を外壁から遠ざけ
る方向に移動させるようにフレームを駆動することができる。
【００３１】
　［１０］本考案の可動庇においては、前記傾斜角度可変装置は、前記第１アームの他端
部と前記第２アームの他端部とを結ぶ線が前記外壁に対してほぼ直交する方向となるよう
に設置され、かつ、前記第２アームが前記外壁に近い側となるように設置されることが好
ましい。
【００３２】
　傾斜角度可変装置をこのように設置することによって、本考案の可動庇を一般的な一戸
建ての建物に設置することができる。これは、特に、一戸建ての建物の南側に空きスペー
スが存在するような場合、その空きスペースに太陽エネルギー利用装置を取り付けた庇を
設けるような場合を想定したものである。
【００３３】
　［１１］本考案の可動庇においては、前記傾斜角度可変装置は、前記第１アームの他端
部と前記第２アームの他端部とを結ぶ線が前記外壁に沿った方向となるように設置され、
かつ、前記第２アームが前記外壁に沿った方向における下側となるように設置されること
も好ましい。
【００３４】
　傾斜角度可変装置をこのように設置することによって、学校、病院及び役所などの建物
（ビルディング）の外壁においても本考案の可動庇を取り付けることができる。
【００３５】
　［１２］本考案の可動庇においては、前記傾斜角度可変装置は、前記フレームの前記後
端辺が上方向又は下方向に移動可能となるように前記後端辺と前記先端辺との間の第１部
分を支持する縦方向ガイドレールと、前記フレームの前記先端辺が前記外壁に近づく方向
又は前記外壁から遠ざかる方向に移動可能となるように前記第１部分よりも前記先端辺の
側の第２部分を支持する横方向ガイドレールと、前記フレームを前記縦方向ガイドレール
及び横方向ガイドレールに沿って移動させるためのフレーム駆動手段とを有する構成であ
ってもよい。
【００３６】
　傾斜角度可変装置をこのような構成とすることによっても、フレームの傾斜角度を水平
方向に対して大きくする際には、フレームの後端辺を上方向に移動させながらフレームの
先端辺を外壁に近づける方向に移動させ、フレームの傾斜角度を水平方向に対して小さく
する際は、フレームの後端辺を下方向に移動させながらフレームの先端辺を外壁から遠ざ
ける方向に移動させるようにフレームを駆動することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】実施形態１に係る可動庇１０について説明するための図である。
【図２】実施形態１に係る可動庇１０におけるユニットＵ１～Ｕ３のうちの１つのユニッ
トＵ１を取り出して拡大して示す図である。
【図３】傾斜角度可変装置４００の一例を示す図である。
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【図４】傾斜角度可変装置４００によってフレーム２００の傾斜角度を６０度とした場合
を示す図である。
【図５】実施形態１に係る可動庇１０の動作と従来の一般的な可動庇の動作との比較を示
す図である。
【図６】１月～１２月の各月日における最適傾斜角度を示す図である。
【図７】最適傾斜角度に設定されたフレーム２００の傾斜状態の例を模式的に示す図であ
る。
【図８】ある１日のうちの日の出の時刻から日の入りの時刻までの各時刻における最適傾
斜角度を概略的に示す図である。
【図９】実施形態２に係る可動庇２０におけるユニットＵ１～Ｕ３のうちの１つのユニッ
トを取り出して拡大して示す図である。
【図１０】実施形態３に係る可動庇３０を説明するための図である。
【図１１】実施形態３に係る可動庇３０においてフレーム２００の傾斜角度を約２５度と
した場合を示す図である。
【図１２】実施形態４に係る可動庇４０において用いられる傾斜角度可変装置５００を説
明するための図である。
【考案を実施するための形態】
【００３８】
　以下、本考案の実施形態について説明する。なお、本考案の実施形態においては、太陽
エネルギー利用装置としては、太陽光発電装置としての太陽電池パネルを例にとって説明
する。また、本考案の各実施形態においては、各実施形態に係る可動庇の設置場所は北半
球であるとする。
【００３９】
　［実施形態１］
　図１は、実施形態１に係る可動庇１０について説明するための図である。図１（ａ）は
斜視図であり、図１（ｂ）は側面図である。実施形態１に係る可動庇１０は、建物１００
の採光面１１０を有する外壁１２０又は外壁１２０の近傍（建物１００の軒先とする。）
に設けられ、傾斜角度を変化させることができるフレーム２００と、フレーム２００を支
持する骨組み構造のフレーム支持部材２５０及びフレーム支持部材２５０を複数個所で支
持する複数の支柱２６０と、フレーム２００に取り付けられた太陽電池パネル３００と、
フレーム２００の傾斜角度を変化させる傾斜角度可変装置４００と、フレーム２００の傾
斜角度が最適傾斜角度となるように傾斜角度可変装置４００を太陽の位置を示す情報（太
陽位置情報という。）に基づいて制御する制御装置６００（図２参照。）と、太陽位置情
報とフレーム２００の最適傾斜角度とを対応付けて記憶している記憶装置７００（図２参
照）と、当該可動庇１０を設置する場所における太陽位置情報を算出する太陽位置算出装
置９００（図２参照。）とを有している。
【００４０】
　なお、可動庇１０が設置される建物１００の外壁１２０は垂直であって、当該外壁１２
０に直交する方向（庇の張り出し方向）をｘ軸とし、水平面上においてｘ軸に直交する方
向をｙ軸とし、垂直方向をｚ軸として説明する。
【００４１】
　また、「最適傾斜角度」というのは、太陽光を最も効率よく太陽電池パネル３００に取
り込むことのできる傾斜角度であり、理想的には、太陽光の入射角度が太陽電池パネル３
００に対して、ほぼ９０度となるようなフレーム２００の傾斜角度である。また、フレー
ム２００の傾斜角度は、水平面に対する傾斜角度であるとする。
【００４２】
　傾斜角度可変装置４００は、フレーム２００の傾斜角度を大きくする際は、フレーム２
００の後端辺（外壁１２０に近い側の端辺）２２０を上方向に移動させながらフレーム２
００の先端辺２１０を外壁１２０に近づける方向に移動させ、フレーム２００の傾斜角度
を小さくする際は、フレーム２００の後端辺２２０を下方向に移動させながらフレーム２
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００の先端辺２１０を外壁１２０から遠ざける方向に移動させるようにフレーム２００を
駆動するものである。傾斜角度可変装置４００の構成及びその動作については後述する。
なお、実施形態１に係る可動庇１０においては、上方向又は下方向は垂直方向であるとし
、外壁１２０に近づける方向又は外壁１２０から遠ざける方向は水平方向であるとする。
【００４３】
　また、傾斜角度可変装置４００は、直接的にはフレーム２００の傾斜角度を変化させる
ものであるが、フレーム２００と太陽電池パネル３００とは一体的に動作するため、フレ
ーム２００の傾斜角度は、太陽電池パネル３００の傾斜角度をも表すものであるとする。
したがって、以下では、太陽電池パネル３００の傾斜角度ともいう。
【００４４】
　また、太陽位置算出装置９００は、日付を示す情報、時刻を示す情報、当該可動庇を設
置する場所の緯度を示す情報、経度を示す情報及び太陽に対する地球の軌道に関する情報
とに基づいて当該可動庇を設置する場所における太陽の位置を算出するものであり、算出
された太陽の位置は、当該可動庇を設置する場所において、太陽の位置を高精度に表すも
のとなる。なお、経度を示す情報を用いることにより、経度の違いによる太陽の位置と時
刻との関係をより高精度に求めることができる。
【００４５】
　太陽位置算出装置９００は、例えば、パーソナルコンピュータなどにその機能を持たせ
ることができる。なお、制御装置６００及び記憶装置７００もパーソナルコンピュータ（
ＰＣという。）にそれぞれの機能を持たせることができる。また、記憶装置７００は、Ｐ
Ｃに搭載されているハードディスクであってもよく、また、ＣＤ（コンパクトディスク）
などＰＣが読み取り可能な記憶媒体であってもよい。
【００４６】
　また、太陽位置算出装置９００によって算出された太陽の位置は、太陽位置情報として
出力される。太陽位置算出装置９００から出力された太陽位置情報は、制御装置６００及
び記憶装置７００のいずれか又は両方に与えることができるようになっている。
【００４７】
　太陽位置算出装置９００から出力された太陽位置情報が制御装置６００に与えられた場
合は、制御装置６００は、太陽位置算出装置９００から与えられた太陽位置情報に基づい
て最適傾斜角度を求める。これは、例えば、現時点における最適傾斜角度をリアルタイム
で求める場合であり、この場合、例えば、当日の日付、時刻、当該可動庇を設置する場所
の緯度、経度及び太陽に対する地球の軌道に関する情報を太陽位置算出装置９００に与え
る。なお、当該可動庇を設置する場所の緯度、経度及び太陽に対する地球の軌道に関する
情報などは固定情報として予め太陽位置算出装置９００に与えておくようにしてもよい。
【００４８】
　これにより、太陽位置算出装置９００においては、当日の日付け（何月何日）と現時点
の時刻に対応した太陽位置情報を算出し、算出した太陽位置情報を制御装置６００に与え
る。制御装置６００では、太陽位置算出装置９００から与えられた太陽位置情報に基づい
て最適傾斜角度を算出する。なお、制御装置６００が太陽位置情報に基づいて最適傾斜角
度を算出する際は、太陽電池パネルが真南の向きである場合以外は、当該太陽電池パネル
の方角を考慮して最適傾斜角度を算出する。
【００４９】
　また、太陽位置算出装置９００によって所定の月日及び時刻に対応する太陽位置情報を
予め算出し、算出した太陽位置情報に基づいた最適傾斜角度を設定しておき、所定の月日
及び時刻と最適傾斜角度とを対応付けて記憶装置７００に記憶させておくこともできる。
この場合は、制御装置６００は、記憶装置７００を参照することにより、当該月日及び時
刻に対応する最適傾斜角度を取得することができる。なお、所定の月日としては、一年の
３６５日分のすべてであってもよく、また、各月ごとであってもよく、各季節ごとあって
もよい。
【００５０】
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　また、制御装置６００は、太陽位置算出装置９００からの太陽位置情報に基づいて最適
傾斜角度を算出する機能、月日及び時刻に対応する最適傾斜角度を記憶装置７００から取
得する機能の他に、算出又は取得した最適傾斜角度に基づいて傾斜角度可変装置４００を
制御する機能をも有している。
【００５１】
　最適傾斜角度に基づいて傾斜角度可変装置４００を制御する機能としては、現時点にお
けるフレーム２００の傾斜角度と算出又は取得した最適傾斜角度との差分を求め、求めた
差分だけフレーム２００の傾斜角度を変化させるに必要な制御信号を生成して、生成した
制御信号によって傾斜角度可変装置４００を制御するといった機能を例示することができ
る。なお、現時点におけるフレーム２００の傾斜角度は、フレーム２００の現時点の傾斜
角度を検出する角度検出装置（図示せず。）などから取得することができる。例えば、角
度検出装置から得られた現時点におけるフレーム２００の傾斜角度が３５度であって、算
出又は取得した最適傾斜角度が４５度であったとすると、その差分（１０度）だけフレー
ム２００の傾斜角度を大きくするような制御信号を生成して、生成した制御信号によって
傾斜角度可変装置４００を制御する。
【００５２】
　また、差分だけフレームの傾斜角度を大きくするような制御信号によって傾斜角度可変
装置４００を制御するのではなく、角度検出装置からの角度情報を監視しながらフレーム
２００の傾斜角度が算出又は取得した最適傾斜角度となるように傾斜角度可変装置４００
を制御するようにしてもよい。例えば、角度検出装置から得られた現時点におけるフレー
ム２００の傾斜角度が３５度であって、算出又は取得した最適傾斜角度が４５度であった
とすると、角度検出装置からの角度情報が４５度に達するまで傾斜角度可変装置４００を
制御する。
【００５３】
　また、可動庇１０は、３つのユニットＵ１～Ｕ３によって構成されており、各ユニット
Ｕ１～Ｕ３には、９枚の太陽電池パネル３００が設けられているものとする。また、傾斜
角度可変装置４００は、ユニットＵ１～Ｕ３ごとに設けられているものとする。
【００５４】
　図２は、実施形態２に係る可動庇１０におけるユニットＵ１～Ｕ３のうちの１つのユニ
ットを取り出して拡大して示す図である。図２においては、ユニットＵ１について示され
ているが、他のユニットＵ２，Ｕ３も同様の構成となっている。
【００５５】
　ユニットＵ１は、図２に示すように、９枚の太陽電池パネル（太陽電池パネル３００，
３００，・・・）と、９枚の太陽電池パネルを取り付けるためのフレーム２００と、傾斜
角度可変装置４００と、制御装置６００と、記憶装置７００とを有している。
【００５６】
　フレーム２００は、矩形の枠形状をなし、その内側には、９枚の太陽電池パネルを支持
するための複数の支持部材（図示せず）が設けられるとともに、中央部には中央部材２４
０が設けられている。中央部材２４０は、フレーム２００のｘ軸に沿って設けられており
、傾斜角度可変装置４００の駆動力を受けてユニットＵ１全体を動かす部材である。
【００５７】
　なお、制御装置６００及び記憶装置７００は、他のユニットＵ２，Ｕ３に対しても共用
となっている。そして、各ユニットＵ１～Ｕ３に対応する傾斜角度可変装置４００は、各
ユニットＵ１～Ｕ３の各フレーム２００が同じ傾斜角度となるように制御装置６００によ
って制御される。
【００５８】
　図３は、傾斜角度可変装置４００の一例を示す図である。傾斜角度可変装置４００は、
自動車用などのジャッキとしてとして一般的に用いられているパンタグラフジャッキと類
似した構造を有している。
【００５９】
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　傾斜角度可変装置４００は、図３に示すように、当該傾斜角度可変装置４００を側面か
ら見たときに、底辺と２つの斜辺を有する三角形状（二等辺三角形とする。）を形成可能
であって、２つの斜辺のうちの一方の斜辺に対応する位置に設けられ、フレームが固定さ
れる第１アーム４１０と、２つの斜辺のうちの他方の斜辺に対応する位置に設けられる第
２アーム４２０と、三角形の底辺に対応する位置に設けられ、第１アーム４１０と第２ア
ーム４２０とのなす角度αを１８０度以内の任意の角度に設定可能なアーム駆動手段４３
０とを有している。なお、第１アーム４１０の一端部（二等辺三角形の頂点側端部）と第
２アーム４２０の一端部（二等辺三角形の頂点側端部）は、回動自在に連結されている。
【００６０】
　アーム駆動手段４３０は、軸方向における中心軸を中心に時計方向又は反時計方向に回
転可能なネジ棒４３１と、ネジ棒４３１を時計方向又は反時計方向に回転させるモータ４
３２と、モータ４３２の回転を減速してネジ棒４３１に伝達する動力伝達部４３３とを有
している。
【００６１】
　そして、第１アーム４１０の他端部（二等辺三角形の底辺側端部）４１１は、ネジ棒４
３１の先端側４３１ａ側に螺合され、第２アーム４２０の他端部（二等辺三角形の底辺側
端部）４２１は、ネジ棒４３１の後端側４３１ｂに取り付けられている。なお、第２アー
ム４２０の他端部４２１は、ネジ棒４３１に沿った方向の動きが規制された状態で、回動
自在にネジ棒４３１の後端側４３１ｂに取り付けられている。
【００６２】
　傾斜角度可変装置４００がこのような構成となっているため、ネジ棒４３１が時計方向
又は反時計方向に回転することによって、第１アーム４１０がネジ棒４３１に沿ってｘ方
向又はｘ’方向に移動し、それによって第１アーム４１０と第２アーム４２０とのなす角
度αが変化する。
【００６３】
　例えば、ネジ棒４３１が時計方向に回転することによって、第１アーム４１０が矢印ｘ
方向に移動し、それによって第１アーム４１０及び第２アーム４２０のなす角度αが小さ
くなり、逆に、ネジ棒４３１が反時計方向に回転することによって、第１アーム４１０が
矢印ｘ’方向に移動し、それによって第１アーム４１０及び第２アーム４２０のなす角度
αが大きくなる。
【００６４】
　なお、ネジ棒４３１は、フレーム２００の中央部材２４０に対応する位置の平面（水平
面とする。）に設けられている。また、ネジ棒４３１の長さは、フレーム２００の後端辺
２２０から先端辺２１０までの長さにほぼ等しい長さを有している。
【００６５】
　また、第１アーム４１０にはフレーム２００が固定される。具体的には、フレーム２０
０の中央部材２４０が第１アーム４１０に固定されている。そして、第１アーム４１０の
一端部（二等辺三角形の頂点側端部）の側がフレーム２００の先端辺２１０と後端辺２２
０とのほぼ中間に位置し、第１アーム４１０の他端部４１１の側がフレーム２００の先端
辺２１０又は後端辺２２０（図３においては先端辺２１０）に位置するようにフレーム２
００が取り付けられている。
【００６６】
　また、傾斜角度可変装置４００は、制御装置６００によって制御されるものである。す
なわち、制御装置６００からの制御信号に基づいてモータ４３２が回転し、モータ４３２
の回転力が動力伝達部４３３を介してネジ棒４３１に伝達される。それによって、ネジ棒
４３１が時計方向又は反時計方向に回転し、第１アーム４１０及び第２アーム４２０のな
す角度αが変化する。なお、第１アーム４１０にはフレーム２００が固定されているため
、第１アーム４１０及び第２アーム４２０のなす角度αが変化することによってフレーム
２００の傾斜角度θ（水平面に対する傾斜角度）が変化する。
【００６７】
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　具体的には、ネジ棒４３１が時計方向に回転することにより、第１アーム４１０及び第
２アーム４２０のなす角度αが小さくなり、それによって、フレーム２００の傾斜角度θ
が大きくなる。また、逆に、ネジ棒４３１が反時計方向に回転することにより、第１アー
ム４１０及び第２アーム４２０のなす角度αが大きくなり、それによって、フレーム２０
０の傾斜角度θが小さくなる。
【００６８】
　図４は、傾斜角度可変装置４００によってフレーム２００の傾斜角度θを６０度とした
場合を示す図である。なお、図４においては、フレーム２００と傾斜角度可変装置４００
のみが示されている。図４は傾斜角度をθを６０度とした場合であるが、傾斜角度可変装
置４００によってフレーム２００の傾斜角度θを所定範囲（ほぼ０度からほぼ９０度）ま
で自在に変化させることができる。
【００６９】
　なお、傾斜角度θを変化させる際のフレーム２００の動きは、フレーム２００の後端辺
２２０が矢印ｚ－ｚ’方向に移動しながら先端辺２１０がネジ棒４３１に沿って矢印ｘ－
ｘ’方向に移動する。すなわち、フレーム２００の先端辺２１０は常にネジ棒４３１の存
在する平面（水平面）上を移動することとなるため、フレーム２００の先端辺２１０にお
ける上下方向（矢印ｚ－ｚ’方向）の位置は変化しない。
【００７０】
　例えば、ほぼ水平（傾斜角度θがほぼ０度）の状態となっているフレーム２００が、図
４の状態に変化する場合においては、フレーム２００の後端辺２２０が図４における矢印
ｚ方向にせり上がりながらフレーム２００の先端辺２１０がネジ棒に沿って矢印ｘ方向に
移動して行く。
【００７１】
　フレーム２００がこのような動作を行うことにより、例えば、冬季において、フレーム
２００の傾斜角度θが大きくなった場合であっても、フレーム２００の先端辺２１０の上
下方向（矢印ｚ－ｚ’方向）の位置は変化せず、フレーム２００の先端辺２１０は、常に
ネジ棒４３１と同じ平面上に存在する。これにより、建物１００の採光面１１０に入る太
陽光が太陽電池パネル３００によって遮られてしまうということがなく、太陽光を室内に
十分に取り込むことができる。また、フレーム２００が建物１００に近づいた状態となる
ことによって、より多くの太陽光を室内に取り込むことができる。
【００７２】
　図５は、実施形態１に係る可動庇１０の動作と従来の一般的な可動庇の動作との比較を
示す図である。なお、従来の一般的な可動庇（可動庇５０とする。）としては、可動庇５
０の後端辺に設けられた軸５２を支点に可動庇５０が矢印ａ－ａ’方向に所定角度だけ回
動可能となっているものを例示している。このような可動庇５０は、軸５２を支点にして
可動庇５０を回動させることによって、その傾斜角度θを所定範囲で変化させることがで
きる。なお、図５においては、実施形態１に係る可動庇１０及び従来の一般的な可動庇５
０の傾斜角度θをそれぞれ６０度とした場合を例示している。
【００７３】
　可動庇１０は、図５（ａ）に示すように、可動庇１０の先端辺（フレーム２００の先端
辺２１０）がネジ棒４３１の存在する平面上を移動するため、可動庇１０が採光面１１０
に覆いかぶさることがなく、採光面１１０から太陽光を室内に十分に取り込むことができ
る。なお、フレーム支持部材２５０は骨組み構造となっているので、陽射しはフレーム支
持部材２５０を通過して室内に十分入り込んでくる。
【００７４】
　一方、従来の一般的な可動庇５０は、図５（ｂ）に示すように、可動庇５０の後端辺側
の軸５２を支点に回動することによって傾斜角度θを変化させるものである。図５（ｂ）
に示すように、可動庇５０の傾斜角度θ（この場合、θ＝６０度）を大きくした場合、可
動庇５０が採光面１１０に覆いかぶさってしまい、採光面１１０に入射する太陽光の多く
を遮ってしまう。なお、図５（ｂ）においては極端な例が示されているが、可動庇５０の
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後端辺側の軸５２を支点に回動するような構造の可動庇においては、可動庇の傾斜角度θ
をある程度大きくすると、採光面１１０に入射する太陽光の多くを遮ってしまうことは否
めない。
【００７５】
　次に、フレーム２００の傾斜角度θの具体的な制御例について説明する。制御装置６０
０は、フレーム２００の傾斜角度θが太陽の位置に対して最適傾斜角度となるように傾斜
角度可変装置４００を太陽の位置を示す情報に基づいて制御する。このとき、太陽位置情
報と最適傾斜角度とを対応付けて記憶装置７００に記憶させておき、制御装置６００は、
太陽位置情報に対応した最適傾斜角度を記憶装置７００から取得し、取得した最適傾斜角
度に基づいて傾斜角度可変装置４００を制御する。
【００７６】
　なお、太陽位置情報は、月日を示す情報又は時刻を示す情報の少なくとも一方の情報と
する。したがって、記憶装置７００は、月日を示す情報又は時刻を示す情報の少なくとも
一方の情報と最適傾斜角度とを対応付けて記憶している。
【００７７】
　ここでは、まず、月日を示す情報と最適傾斜角度とを対応付けて記憶装置７００に記憶
させておく場合について説明する。この場合、１月から１２月までのすべての日（１月１
日、１月２日、・・・、１２月３１日の３６５日分）に対応した最適傾斜角度を記憶装置
７００に記憶させておくようにしてもよいが、各月に対応した最適傾斜角度及び各季節（
例えば、各季節を代表する月）に対応した最適傾斜角度を記憶させておくことも可能であ
る。
【００７８】
　図６は、１月～１２月の各月日における最適傾斜角度を示す図である。図６に示す最適
傾斜角度は、太陽位置算出装置９００によって算出された太陽位置情報に基づいて設定さ
れたものであるとする。なお、図６においては、実施形態１に係る可動庇１０を北緯３５
度の地点に設置した場合であり、当該地点における各月日の正午の最適傾斜角度が示され
ている。ただし、図６に示す最適傾斜角度は一例を示すものであって厳密な値ではない。
また、図６においては、各月の日（１日～３０日又は３１日）は詳細には示されていない
。
【００７９】
　また、「最適傾斜角度」というのは、当該地点の正午において、太陽光を最も効率よく
太陽電池パネル３００に取り込むことのできる傾斜角度である。すなわち、当該地点の正
午において、太陽光の太陽電池パネル３００に対する入射角度がほぼ９０度となるような
フレーム２００の傾斜角度である。
【００８０】
　図６に示すように、冬季（１２月～２月）においては、最適傾斜角度は大きく、特に、
冬至の頃の正午においては、最適傾斜角度は約５９度である。このため、冬至の頃の正午
においては、太陽電池パネル３００の傾斜角度を約５９度とすることにより、太陽光の太
陽電池パネル３００に対する入射角度をほぼ９０度とすることができる。また、夏季（６
月～８月）においては、最適傾斜角度は小さく、特に、夏至の頃の正午においては、最適
傾斜角度は約１２度である。このため、夏至の頃の正午においては、太陽電池パネル３０
０の傾斜角度を約１２度とすることにより、太陽光の太陽電池パネル３００に対する入射
角度をほぼ９０度とすることができる。
【００８１】
　また、春季（３月～５月）及び秋季（９月～１１月）においては、最適傾斜角度は冬季
と夏季の中間であり、例えば、春分の日及び秋分の日の頃の正午においては、最適傾斜角
度は約３５度である。このため、春分の日及び秋分の日の頃の正午においては、太陽電池
パネル３００の傾斜角度を約３５度とすることにより、太陽光の太陽電池パネル３００に
対する入射角度をほぼ９０度とすることができる。
【００８２】
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　図６に示すような各月日に対応する最適傾斜角度を記憶装置７００に記憶させておく。
そして、制御装置６００は、例えば、月が変わるごとに記憶装置７００から当該月に対応
する最適傾斜角度を取得して、取得した最適傾斜角度に対応する制御信号を設定し、設定
した制御信号を傾斜角度可変装置４００に与える。具体的には、例えば、当該月の初日（
１日）の午前零時に、制御装置６００が記憶装置７００から当該月に対応する最適傾斜角
度（当該月の初日の正午における最適傾斜角度）を取得して、取得した最適傾斜角度に対
応する制御信号を傾斜角度可変装置４００に与える。
【００８３】
　これにより、傾斜角度可変装置４００は、制御装置６００から与えられた制御信号に基
づいてフレーム２００の傾斜角度を変化させる。具体的には、制御装置６００から与えら
れた制御信号に基づいてモータ４３２を駆動し、それによって、ネジ棒４３１を時計方向
又は反時計方向に回転させて、フレーム２００の傾斜角度を変化させる。この場合、当該
月の１ヶ月間においては、フレーム２００は当該月の初日に対応する最適傾斜角度が保持
される。なお、ここでは、当該月の最適傾斜角度として、当該月の初日の正午における最
適傾斜角度を用いた場合を例示したが、これに限られるものではなく、例えば、当該月の
半ば（例えば、１５日又はその前後）における最適傾斜角度を当該月の最適傾斜角度とし
てもよい。
【００８４】
　なお、上記した例では、月が変わるごとに最適傾斜角度を設定するようにしたが、日付
けが変わるごと、あるいは、季節が変わるごとに行うようにしてもよい。日付けが変わる
ごとに最適傾斜角度を取得する場合には、例えば、当日の午前零時に、制御装置６００が
記憶装置７００から当該日付けに対応する最適傾斜角度（当該日付けにおける正午の最適
傾斜角度）を取得して、取得した最適傾斜角度に対応する制御信号を傾斜角度可変装置４
００に与える。これにより、傾斜角度可変装置４００は、制御装置６００から与えられた
制御信号に基づいてフレーム２００の傾斜角度を変化させる。この場合、当日においては
、フレーム２００は当該日付けに対応する最適傾斜角度が一日中保持される。
【００８５】
　また、季節ごとに最適傾斜角度を設定する場合には、例えば、季節が大きく変わる月日
（例えば、春分の日、夏至、秋分の日及び冬至など）ごとに、制御装置６００が記憶装置
７００から当該月日に対応する最適傾斜角度（当該月日における正午の最適傾斜角度）を
取得して、取得した最適傾斜角度に対応する制御信号を傾斜角度可変装置４００に与え、
傾斜角度可変装置４００は、制御装置６００から与えられた制御信号に基づいてフレーム
２００の傾斜角度を変化させる。
【００８６】
　この場合、当該季節においては、フレーム２００は当該季節において設定された傾斜角
度が当該季節の間（例えば、春であれば春分の日から夏至まで）、保持される。なお、季
節が大きく変わる月日の設定は、春分の日（秋分の日）、夏至及び冬至に限られるもので
はなく、実際の一日の昼の長さや太陽光の強さの変化に応じて、種々設定可能である。ま
た、当該季節の最適傾斜角度として、当該季節が大きく変わる月日の正午における最適傾
斜角度を用いた場合を例示したが、これに限られるものではなく、例えば、当該季節のほ
ぼ中間（例えば、秋であれば１０月１５日又はその前後）における最適傾斜角度を当該季
節の最適傾斜角度としてもよい。
【００８７】
　図７は、最適傾斜角度に設定されたフレーム２００の傾斜状態の例を模式的に示す図で
ある。なお、図７は図面を簡単化するために、太陽電池パネル３００を含むフレーム２０
０のみが図示されており、傾斜角度可変装置４００などの図示は省略されている。図７（
ａ）は春分の日及び秋分の日の正午における最適傾斜角度に設定されたフレーム２００の
傾斜状態を示し、図７（ｂ）は夏至の正午における最適傾斜角度に設定されたフレーム２
００の傾斜状態を示し、図７（ｃ）は冬至の正午における最適傾斜角度に設定されたフレ
ームの傾斜状態を示している。
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【００８８】
　図７に示すように、春分の日及び秋分の日においては、フレーム２００の傾斜角度θが
３５度に設定され、夏至においては、フレーム２００の傾斜角度θが１２度に設定され、
冬至においては、フレーム２００の傾斜角度θが５９度に設定される。
【００８９】
　以上は、月日を示す情報と最適傾斜角度とを対応付けて記憶装置７００に記憶させてお
き、制御装置６００が月日を示す情報に基づいて最適傾斜角度を記憶装置７００から取得
する例を説明したが、記憶装置７００には、各々の月日における一日の各時刻ごとの最適
傾斜角度を記憶させておくこともできる。
【００９０】
　図８は、ある１日のうちの日の出の時刻から日の入りの時刻までの各時刻における最適
傾斜角度を概略的に示す図である。図８（ａ）は春分の日又は秋分の日の場合を示し、図
８（ｂ）は夏至の場合を示し、図８（ｃ）は冬至の場合を示している。なお、図８におい
ても、実施形態１に係る可動庇１０を北緯３５度の地点に設置した場合が示されている。
また、日の出及び日の入りの時刻はおおよその時刻であり、また、正午以外の各時刻にお
ける最適傾斜角度もおおよその値である。また、図８においては、分（１分～５９分）は
詳細には示されていない。
【００９１】
　図８に示すように、それぞれの季節によって、一日の時刻における最適傾斜角度が異な
る。いずれの季節の場合も、日の出の直後及び日の入りの直前においては、太陽光は水平
面に対して小さい角度で入射し、正午には太陽の位置は最も高くなる。したがって、太陽
に高さのみで考えれば、いずれの季節の場合も、日の出の直後及び日の入りの直前におい
ては、太陽光は水平面に対して小さい角度で入射するので、フレーム２００の傾斜角度は
十分に大きくすることが好ましいと考えられる。
【００９２】
　しかし、実際には、日の出直後又は日の入り直前などにおいては、図８とは異なった傾
斜角度を最適傾斜角度として設定することが好ましい。例えば、夏季においては、北緯３
５度付近の地点では、太陽は北東に近い方角から出て、北西に近い方角に沈む。一方、太
陽電池パネルは南向きに設置されているのが一般的である。
【００９３】
　このため、単純に、一日の各時刻（太陽の高さ）のみでフレームの傾斜角度を設定する
と、例えば、午前６時頃においては、夏とはいえ、太陽は、まだ、それほどは高くはない
。このため、太陽の高さだけを考慮した場合には、フレーム２００の傾斜角度は、水平面
に対して比較的大きな角度を有するような設定となるが、この時間帯では、太陽光は、太
陽電池パネルの横方向又は横方向よりも少し後方から太陽電池パネル３００に入射する状
態となっている。したがって、このような時間帯においては、太陽電池パネル３００に傾
斜角度を設けるよりもむしろ水平に近い状態としている方が、太陽光をより効率よく取り
込むことができる。
【００９４】
　これは、日の入り前においても同様のことがいえる。例えば、午後６時頃においては、
夏とはいえ、太陽は、比較的低い位置となっている。このため、太陽の高さだけを考慮し
た場合には、太陽電池パネルの傾斜角度は、水平面に対して比較的大きな角度を有するよ
うな設定となるが、この時間帯では、太陽光は、太陽電池パネルの横方向又は横方向より
も少し後方から太陽電池パネル３００に入射する状態となっている。したがって、このよ
うな時間帯においては、太陽電池パネル３００に傾斜角度を設けるよりもむしろ水平に近
い状態としている方が、太陽光をより効率よく取り込むことができる。
【００９５】
　このように、一日の各時刻に対応する最適傾斜角度は、太陽電池パネル３００に対する
太陽光の入射方向などを考慮して、各時刻ごとの最適傾斜角度を設定することが好ましい
。したがって、記憶装置７００には、実際の太陽光の入射方向などを考慮して設定された
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各時刻に対応する最適傾斜角度を記憶させておくことによって、制御装置６００は傾斜角
度可変装置４００をより適切に制御することがき、それによって、太陽光をより効率よく
太陽電池パネル３００に取り込むことができる。
【００９６】
　［実施形態２］
　実施形態１に係る可動庇１０においては、太陽位置情報を太陽位置算出装置９００によ
って算出する場合を例示したが、実施形態２に係る可動庇２０においては、太陽位置検出
センサーを設け、この太陽位置検出センサーによって得られた太陽位置情報に基づいて最
適傾斜角度を取得し、取得した最適傾斜角度に基づいて傾斜角度可変装置４００を制御す
る。
【００９７】
　なお、太陽位置検出センサーとしては、例えば、光センサーなどを例示することができ
る。すなわち、太陽位置検出センサー（光センサー）を特定の場所に設置しておくことに
よって、太陽の位置に応じて太陽位置検出センサーの出力が異なるので、太陽位置検出セ
ンサーの出力を太陽位置情報として用いることができる。
【００９８】
　また、太陽位置検出センサーによって得られた太陽光の位置を示す情報に基づいて最適
傾斜角度を取得する方法としては、太陽位置情報と最適傾斜角度とを対応付けて記憶装置
７００に記憶させておき、制御装置６００が記憶装置７００を参照することによって太陽
の位置に応じた最適傾斜角度を取得するようにしてもよく、また、太陽位置検出センサー
で検出された太陽位置情報に対応する最適傾斜角度を制御装置６００がリアルタイムで算
出するようにしてもよい。
【００９９】
　図９は、実施形態２に係る可動庇２０のユニットＵ１～Ｕ３のうちの１つのユニットＵ
１を取り出して拡大して示す図である。図９は図２に対応するものであり、太陽位置検出
センサー８００が設けられている点が図２と異なり、その他の構成要素は、図１と同様で
あるので、同一構成要素には同一符号が付されている。また、実施形態１に係る可動庇２
の外観的な構成は実施形態１に係る可動庇１０（図１参照）と同じである。
【０１００】
　実施形態２に係る可動庇２０においては、太陽位置情報を太陽位置検出センサー８００
から連続的に取得して、取得した太陽位置情報に基づいて連続的に傾斜角度可変装置４０
０を制御することも可能であるが、一日のうちの所定の時刻ごと（例えば、９時、１２時
、１５時など）に太陽位置検出センサー８００からの太陽位置情報を太陽位置検出センサ
ー８００から取得して、取得した太陽位置情報に基づいて所定時刻ごとに傾斜角度可変装
置４００を制御するようにしてもよい。また、各月（例えば、当該月の初日など）ごとに
太陽位置検出センサー８００から太陽位置情報を取得して、取得した太陽位置情報に基づ
いて各月ごとに傾斜角度可変装置４００を制御するようにしてもよく、また、季節（例え
ば、各季節を代表する月）ごとに太陽位置検出センサー８００から太陽位置情報を取得し
て、取得した太陽位置情報に基づいて季節ごとに傾斜角度可変装置４００を制御するよう
にしてもよい。
【０１０１】
　実施形態２に係る可動庇２０おいても実施形態１に係る可動庇１０と同様に、太陽の位
置に応じて太陽電池パネル３００を最適傾斜角度に設定することができる。
【０１０２】
　［実施形態３］
　実施形態１に係る可動庇１０においては、可動庇１０を一般的な一戸建ての建物１００
の軒先に設置する場合を想定したものであるが、実施形態３に係る可動庇においては、可
動庇を学校、病院及び役所などの建物（ビルディング）の外壁１２０に取り付けることを
可能とする。
【０１０３】
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　図１０は、実施形態３に係る可動庇３０を説明するための図である。実施形態３に係る
可動庇３０においては、傾斜角度可変装置４００の取り付け方が実施形態１に係る可動庇
１０と異なる。なお、実施形態３に係る可動庇３０においても、実施形態１に係る可動庇
１０と同様に、可動庇３０は、図１０では図示されていないが、３つのユニットＵ１～Ｕ
３によって構成されているものとする。
【０１０４】
　実施形態３に係る可動庇３０は、図１０に示すように、傾斜角度可変装置４００のネジ
棒４３１が建物１００の外壁１２０の上下方向（ｚ軸）に沿うように取り付けられる。こ
のとき、第１アーム４１０が上側となり、第２アーム４２０が下側となるような位置関係
となる。そして、フレーム２００は、実施形態１に係る可動庇１０と同様、第１アーム４
１０に取り付けられるが、フレーム２００の後端辺２２０が第１アーム４１０の他端部４
１１側となる。また、傾斜角度可変装置４００は、実施形態１に係る可動庇１０と同様に
制御装置６００（図１０では図示せず。）によって制御される。
【０１０５】
　このような構成とすることにより、ネジ棒４３１が時計方向に回転すると、第１アーム
４１０はネジ棒４３１に沿って下方向（矢印ｚ’方向）に移動するため、第１アーム４１
０及び第２アーム４２０のなす角度αが小さくなり、フレーム２００の傾斜角度θが小さ
くなる。また、逆に、ネジ棒４３１が反時計方向に回転すると、第１アーム４１０はネジ
棒４３１に沿って上方向（矢印ｚ方向）に移動するため、第１アーム４１０及び第２アー
ム４２０のなす角度αが大きくなり、フレーム２００の傾斜角度θが大きくなる。
【０１０６】
　図１１は、実施形態３に係る可動庇３０においてフレーム２００の傾斜角度θを約２５
度とした場合を示す図である。図１１は傾斜角度θを約２５度とした場合であるが、傾斜
角度可変装置４００によってフレーム２００の傾斜角度θを所定範囲（ほぼ０度からほぼ
９０度）まで自在に変化させることができる。
【０１０７】
　なお、実施形態３に係る可動庇３０においては、傾斜角度θを変化させる際のフレーム
２００の動きは、その後端辺２２０がネジ棒４３１に沿って（建物の外壁１２０に沿って
）、矢印ｚ－ｚ’方向に移動しながら先端辺２１０が同一平面（水平面）上を矢印ｘ－ｘ
’方向に移動する。例えば、図１１に示すような小さい傾斜角度θ（θ＝２０度）となっ
ているフレーム２００が、図１０のような大きな傾斜角度θとなるように動作する場合に
おいては、フレーム２００の後端辺２２０がネジ棒４３１に沿って図４における矢印ｚ方
向にせり上がりながらフレーム２００の先端辺２１０が同一平面上を矢印ｘ方向に移動し
て行く。
【０１０８】
　このように、実施形態３に係る可動庇においても、フレーム２００がその傾斜角度を変
化する動作を行う際は、実施形態１に係る可動庇１０と同様に、フレーム２００の先端辺
２１０は同一平面上を移動する。
【０１０９】
　フレーム２００がこのような動作を行うため、実施形態１に係る可動庇１０と同様、例
えば、冬季において、フレーム２００の傾斜角度θが大きくなった場合であっても、フレ
ーム２００の先端辺２１０の上下方向の位置は変化しない。これにより、建物１００の採
光面１１０に入る太陽光が太陽電池パネル３００によって遮られてしまうということがな
く、太陽光を室内に十分に取り込むことができる。また、フレーム２００が建物１００に
近づいた状態となることによって、より多くの太陽光を室内に取り込むことができる。
【０１１０】
　なお、太陽位置情報に対応する傾斜角度可変装置４００の制御については、実施形態１
に係る可動庇１０及び実施形態２に係る可動庇２０と同様に行うことができるので、ここ
ではその説明は省略する。
【０１１１】
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　［実施形態４］
　図１２は、実施形態４に係る可動庇４０において用いられる傾斜角度可変装置５００を
説明するための図である。なお、図１２においては、１つのユニットＵ１における傾斜角
度可変装置５００とフレーム２００及び太陽電池パネル３００のみが示されている。
【０１１２】
　実施形態４に係る可動庇４０における傾斜角度可変装置５００は、図１２に示すように
、フレーム２００の後端辺２２０が上方向又は下方向に移動可能となるように後端辺２２
０と先端辺２１０との間の第１部分（後端辺２２０の両端角部２２１，２２２とする。）
を支持する縦方向ガイドレール５３０，５４０と、フレーム２００の先端辺２１０が外壁
に近づく方向又は前記外壁から遠ざかる方向に移動可能となるように第１部分よりも先端
辺２１０の側の第２部分（先端辺２１０の両端角部２１１，２１２とする。）を支持する
横方向ガイドレール５１０，５２０と、フレーム２００を縦方向ガイドレール５３０，５
４０及び横方向ガイドレール５１０，５２０に沿って移動させるためのフレーム駆動手段
５７０とを有している。
【０１１３】
　なお、フレーム２００を横方向ガイドレール５１０，５２０及び縦方向ガイドレール５
３０，５４０に沿って円滑に移動させるために、フレーム２００の先端辺２１０の両端角
部２１１，２１２及び後端辺２２０の両端角部２２１，２２２に小車輪５５０をそれぞれ
設けることが好ましい。
【０１１４】
　フレーム駆動手段５７０としては、実施形態１に係る可動庇１０において用いた傾斜角
度可変装置４００のアーム駆動手段４３０と同様に、ネジ棒５７１と、ネジ棒５７１を時
計方向又は反時計向に回転させるモータ（図１２においては図示せず）と、モータの回転
を減速してネジ棒５７１に伝達する動力伝達部（図１２においては図示せず）とによって
構成することができる。そして、ネジ棒５７１の先端側５７１ａをフレーム２００の先端
辺２１０に螺合させておく。
【０１１５】
　このような構成とすることにより、ネジ棒５７１を時計方向又は反時計向に回転させる
ことによりフレーム２００を矢印ｘ－ｘ’方向に移動させることができる。例えば、ネジ
棒５７１を時計方向に回転させることにより、フレーム２００の先端辺２１０は横方向ガ
イドレール５１０，５２０に沿って矢印ｘ方向に移動する。このとき、後端辺２２０は、
縦方向ガイドレール５３０，５４０に沿って矢印ｚ方向に上昇する。また、ネジ棒５７１
を反時計方向に回転させることにより、フレーム２００の先端辺２１０が横方向ガイドレ
ール５１０，５２０に沿って矢印ｘ’方向に移動する。このとき、後端辺２２０は、縦方
向ガイドレール５３０，５４０に沿って矢印ｚ’方向に下降する。
【０１１６】
　傾斜角度可変装置５００を図１２に示すような構成としても、上記各実施形態と同様、
傾斜角度θを変化させる際のフレーム２００の動きは、フレーム２００の後端辺２２０が
縦方向ガイドレール５３０，５４０に沿って矢印ｚ－ｚ’方向に移動しながら先端辺２１
０が横方向ガイドレール５１０，５２０に沿って矢印ｘ－ｘ’方向に移動する。すなわち
、フレーム２００の先端辺２１０は常に横方向ガイドレール５１０，５２０に沿って移動
することとなるため、フレーム２００の先端辺２１０の上下方向（矢印ｚ－ｚ’方向）の
位置は変化しない。
　このような傾斜角度可変装置５００は、上記した各実施形態に係る可動庇のいずれにも
適用可能である。
【０１１７】
　なお、本考案は上述の実施形態に限られるものではなく、本考案の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能となるものである。たとえば、下記（１）～（８）に示すような変
形実施も可能である。
【０１１８】
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　（１）実施形態１に係る可動庇１０においては、所定の月日及び時刻を示す情報に対応
した最適傾斜角度を取得する場合は、制御装置６００は、当該月日及び時刻を示す情報に
対応した最適傾斜角度を記憶装置７００から取得して、取得した最適傾斜角度に基づいて
傾斜角度可変装置４００を制御する場合を例示したが、当該月日及び時刻を示す情報など
を太陽位置算出装置９００に与えることにより、太陽位置算出装置９００において当該月
日及び時刻に対応した太陽位置情報をリアルタイムで算出し、制御装置６００では、太陽
位置算出装置９００で算出された現時点の太陽位置情報に基づいて最適傾斜角度を算出し
て、算出した最適傾斜角度に基づいて傾斜角度可変装置４００を制御するようにしてもよ
い。
【０１１９】
　（２）上記各実施形態では、太陽電池パネルは、９枚の太陽電池パネルで１つのユニッ
トを構成し、また、ユニット数は３ユニットとしたが、これに限られるものではなく、１
つのユニットにおける太陽電池パネルの枚数、ユニット数などは、設置スペースの大きさ
や発電規模などに応じて種々設定可能である。
【０１２０】
　（３）上記各実施形態では、太陽電池パネルの発電量すなわち太陽エネルギーの利用効
率を優先して傾斜角度可変装置を制御する場合について説明したが、庇としての機能すな
わち建物への太陽光の入射量の調節を行う機能を優先して傾斜角度可変装置を制御するこ
とも可能であり、また、建物の内部において冷房又は暖房を行っている場合には、当該冷
房効率又は暖房効率をより高めることを優先して傾斜角度可変装置を制御することも可能
である。
【０１２１】
　（４）上記各実施形態においては、太陽の位置に基づく最適傾斜角度としては、例えば
、春分の日（秋分の日））の頃においては３５度、夏至の頃においては１２度、冬至の頃
においては５９度などというように、当該可動庇を設置する場所において算出される傾斜
角度そのものとしたが、当該可動庇を設置する場所において算出される傾斜角度そのもの
とする必要は必ずしもなく、当該可動庇を設置する場所において算出される傾斜角度を参
考として、例えば、冬至の頃は６０度とするというように、おおよその傾斜角度を設定す
るようにしてもよい。
【０１２２】
　（５）実施形態１に係る可動庇１０において用いた傾斜角度可変装置４００は、ネジ棒
４３１が水平方向となるように傾斜角度可変装置４００を設置するようにしたが、ネジ棒
４３１が多少の傾斜角度を有するように傾斜角度可変装置４００を設置するようにしても
よい。また、実施形態３においては、ネジ棒４３１が垂直方向となるように傾斜角度可変
装置４００を設置するようにしたが、この場合も、ネジ棒４３１が多少の傾斜角度を有す
るように傾斜角度可変装置４００を設置するようにしてもよい。
【０１２３】
　また、実施形態４に係る可動庇１０において用いた傾斜角度可変装置５００においても
、必ずしも、縦方向ガイドレール５３０，５４０が建物１００の外壁１２０に沿って垂直
方向となるように傾斜角度可変装置５００を設置する必要はなく、多少の傾斜角度を有し
た状態で傾斜角度可変装置５００を設置するようにしてもよい。
【０１２４】
　（６）傾斜角度可変装置は実施形態１に係る可動庇１０において説明した傾斜角度可変
装置４００及び実施形態４に係る可動庇４０において用いた傾斜角度可変装置５００に限
られるものではない。
　例えば、傾斜角度可変装置４００のアーム駆動手段４３０としては、油圧によって第１
アーム４１０をｘ－ｘ’方向（例えば、図３参照。）に移動させるような駆動手段を採用
したものであってよく、また、ラックとピニオンにより第１アーム４１０をｘ－ｘ’方向
に移動させるような駆動手段を採用したものであってもよい。
【０１２５】
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　また、実施形態４に係る可動庇４０において用いた傾斜角度可変装置５００のフレーム
駆動手段５７０においても同様に、油圧によってフレーム２００をｘ－ｘ’方向（図１２
参照。）に移動させるような駆動手段を採用したものであってよく、また、ラックとピニ
オンによりフレーム２００をｘ－ｘ’方向に移動させるような駆動手段を採用したもので
あってもよい。
【０１２６】
　また、傾斜角度可変装置４００における第１アーム４１０と第２アーム４２０は、二等
辺三角形のそれぞれ等辺に対応するものとして、両者を同じ長さとしたが、両者を同じ長
さとする必要は必ずしもなく、例えば、第１アーム４１０を第２アーム４２０に比べて長
くすることも可能である。
【０１２７】
　また、傾斜角度可変装置４００においては、第１アーム４１０のみがｘ－ｘ’方向（例
えば、図３参照。）に移動可能であったが、第２フレーム４２０のみをｘ－ｘ’方向（例
えば、図３参照。）に移動可能としてもよく、また、第１アーム４１０及び第２アーム４
２０の両方をｘ－ｘ’方向（例えば、図３参照。）に移動可能としてもよい。
【０１２８】
　また、傾斜角度可変装置５００は、図１２においては、縦方向ガイドレール５３０，５
４０は、フレームの後端辺２２０の両端角部２２１，２２２を支持し、横方向ガイドレー
ル５１０，５２０は、フレームの先端辺２１０の両端角部２１１，２１２を支持する構成
としたが、必ずしも、両端角部２２１，２２２及び両端角部２１１，２１２を支持する必
要はなく、フレーム２００の後端辺２２０と先端辺２１０との間の所定の２箇所を指示す
るような構成であればよい。例えば、縦方向ガイドレール５３０，５４０は、フレーム２
００の後端辺２２０から先端辺２１０までの間の中間位置と後端辺２２０との間の所定位
置を支持し、横方向ガイドレール５１０，５２０は、フレーム２００の後端辺２２０から
先端辺２１０までの間の中間位置と先端辺２１０との間の所定位置を支持するような構成
とすることも可能である。
【０１２９】
　また、傾斜角度可変装置５００は、図１２おいては、フレーム２００の両側に縦方向ガ
イドレール５３０，５４０及び横方向ガイドレール５１０，５２０を設けた構成としたが
、フレーム２００の中央部材２４０に対向する位置に一本の横方向ガイドレール（図示せ
ず。）及び縦方向ガイドレール（図示せず。）を設けて、これら一本の横方向ガイドレー
ル及び縦方向ガイドレールでフレーム２００を滑動自在に支持するような構成としてもよ
い。
【０１３０】
　また、傾斜角度可変装置５００は、図１２においては、縦方向ガイドレール５３０，５
４０の端部と横方向ガイドレール５１０，５２０の端部とが直交する形状（Ｌ字形状）を
なすような構成としたが、縦方向ガイドレール５３０，５４０と横方向ガイドレール５１
０，５２０との間に湾曲部が形成されるような構成としてもよい。例えば、縦方向ガイド
レール５３０と横方向ガイドレール５１０とが途中に湾曲部を有して連続した一本のガイ
ドレールとして構成されるようにし、また、縦方向ガイドレール５４０と横方向ガイドレ
ール５２０とが途中に湾曲部を有して連続した一本のガイドレールとして構成されるよう
にしてもよい。傾斜角度可変装置５００をこのような構成としても、フレーム２００の傾
斜角度を所定範囲で変化させることができる。
【０１３１】
　また、傾斜角度可変装置としては、これら以外にも種々のものが考えられる。例えば、
傾斜角度可変装置の側面の外形が、上端辺と下端辺と２つの斜辺とを有する台形状の四辺
形をなすよう構成としてもよい。この場合、上端辺と下端辺と２つの斜辺とに対応するそ
れぞれのアームを設け、これら各アームのうちの隣接するアームの各端部が回動自在とな
るように各アームを連結して構成とする。そして、四辺形の上端辺にフレーム２００が載
置される。なお、台形状を維持するのはフレームが水平（傾斜角度が０度）である場合に
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、台形の形状が崩れ、それによって、上端辺に対応するアームの傾きが変化する。これに
より、フレームの傾斜角度を変化させることができる。傾斜角度可変装置をこのような構
成としてもフレームの傾斜角度を変化させることができる。
【０１３２】
　（７）上記各実施形態においては、太陽エネルギー利用装置として、太陽光発電装置（
太陽電池パネル）を例にとって説明したが、その他の太陽エネルギー利用装置として例え
ば、太陽熱発電装置、太陽熱給湯装置などであってもよい。また、太陽電池パネル、太陽
熱発電装置及び太陽熱給湯装置などを組み合わせて用いた場合であってもよい。
【０１３３】
　（８）上記各実施形態においては、フレーム２００傾斜角度を制御装置６００の制御信
号に基づいて傾斜角度可変装置６００が自動的に行うようにしたが、制御装置６００によ
って算出又は取得された最適傾斜角度により、人間が手動でフレーム２００の傾斜角度を
最適傾斜角度とするようにフレーム２００の傾斜角度を変化させるようにしてもよい。ま
た、人間が傾斜角度可変装置６００を操作してフレーム２００の傾斜角度が最適傾斜角度
となるようにしてもよい。
【符号の説明】
【０１３４】
　１００・・・建物、１１０・・・採光面、１２０・・・外壁、２００・・・フレーム、
２１０・・・先端辺、２２０・・・後端辺、２４０・・・中央部材、３００・・・太陽電
池パネル、４００，５００・・・傾斜角度可変装置、４１０・・・第１アーム、４２０・
・・第２アーム、４３０・・・アーム駆動手段、４３１・・・ネジ棒、４３２・・・モー
タ、４３３・・・動力伝達装置、５１０，５２０・・・横方向ガイドレール、５３０，５
４０・・・縦方向ガイドレール、５７０・・・フレーム駆動手段、６００・・・制御装置
、７００・・・記憶装置、８００・・・太陽位置検出センサー、９００・・・太陽位置算
出装置
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